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これに対し、焦土と化した東京を復興すべく、帝都復興計画が作成され、
これに基づき、浅草地区においては、帝都復興区画整理事業が実施される
こととなった。

この区画整理事業により、現在の馬道通りや国際通り等の骨格的な道路が
整備されるなど、現在とほぼ同じ街路形状に整備された。

帝都復興事業が進められる中、1927年(昭和2年)に、上野～浅草間に
東洋初の地下鉄(現在の銀座線)が開業、1931年(昭和6年)に東武鉄道
浅草雷門駅(現在の浅草駅)が開業した。また同年に帝都復興事業の一環
として、日本初の河川公園となる隅田公園が整備された。

関東大震災で焼き残った浅草寺 被災した浅草十二階

開園当時

現 在

整理前後状況図（左図：整理後 右図：整理前）

被災の状況

浅草松屋百貨店

1923年(大正12年)9月1日

関 東
大 震 災

関東大震災の発災により、
現在の浅草地区が位置する浅草区では、
72%の家屋が焼失したとされる。

避難者は上野公園や浅草寺境内で
野営を余儀なくされた。

帝都復興区画整理事業

隅田公園の整備

開園当初の隅田公園

出典：ビジュアル台東区史

出典：浅草地区まちづくり基礎調査報告書

出典：公益財団法人 東京都公園協会「緑と水のひろば」

今年（２０２３年）は、関東大震災から１００年の節目にあたります。
この１００年を、それぞれの立場で防災について考え、備える契機にする必要があります。
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2023年(令和5年)現在

災害リスク
の高まり

災害の激甚化 これからの浅草

防 災
まちづくり

地球温暖化による気候変動により
自然災害は激甚化・頻発化
また今後高確率で巨大地震の発生リスク
自然災害への対応が求められている。

近年の社会環境の変化に応じた
まちづくりに求められる重要な視点のうち、
「社会的リスク・要請への対応」
「多様な主体によるまちづくり」

を念頭に議論。

都市のレジリエンス(※)向上に向けてハード・ソフト一体的な対策が必要

観光客も含めた危機管理体制の構築が必要

今後のまちづくりの視点

①多様性への対応

②社会的リスク・要請への対応

③デジタル化を軸にした新たな価値の創出

ウォーカブル・アイレベル

多様な主体の連携

防災・減災まちづくり

コンパクトシティ

柔軟性のあるまちづくり

職住近接・テレワーク

ゆとりある空間

過密の回避

コト消費

持続可能なまちづくり
持続可能な観光

エリア
マネジメント

本質に触れられる体験

情報発信・
シティプロモーション

新たな旅行スタイル
（長期滞在型観光、
ワーケーション、

マイクロツーリズム）

多言語・多文化対応

多様な働き方・価値観
・ライフスタイル

④新しい生活様式に対応した都市環境形成

多様性（ダイバーシティ）

ユニバーサルツーリズム

国際競争力・ブランド力の向上

身近なオープンスペース・公園等へのニーズ

スマートツーリズムバーチャルツアー
（仮想旅行）

オンラインとリアル
の融合・併用

(10)混雑緩和・交通利便性
の向上

(3)自然災害の激甚化や感染症など
のリスクへの対応

(1)多様な属性への配慮
(7)デジタル化で広がる

新たな経済・消費のスタイル

(6)オンラインとリアルの
融合・双方向化

SDGs

かわまちづくり

ニューモビリティ

シェアリングエコノミー
バリアフリー・ユニバーサルデザイン

キャッシュレス決済

観光危機管理（避難誘導・
帰宅困難者対策など）

駅まちづくり

カーボンニュートラル

グリーンインフラ

自動運転

富裕層向けサービス

多様な人材・企業の交流するまち

観光コンテンツの
高付加価値化

インターネット
ショッピング

(2)多様な価値観の広がり

(4)環境負荷軽減・持続可能な発展 (12)居心地が良く歩きたくなるまちなかの創出
(5)人口減少時代の都市
基盤の維持・高質化

(11)付加価値・独創性
によるブランド力向上

感染症対策

(9)都市・移動の
技術革新

５Ｇ

(13)多様な主体の連携や人材育成

リノベーション

時間分散
（早朝・夜間）

デジタルデバイド

赤文字：視点、赤ハッチ文字：キーワード、黒・オレンジ文字：資料から抽出したトピック（オレンジは新型コロナ禍を契機に特に関心やニーズが高まっていると考えられるもの）

都市アセットの
利活用

イノベーションによる
付加価値創出や生産性向上

AI

デジタルトランスフォーメーション（DX）

(8)Society5.0の推進

ビッグデータの活用

MaaS

担い手・人材の
確保・育成

赤ハッチ

スマートシティ

Society5.0

人間中心のまちづくり

レジリエンスの向上

マルチユース

デジタルマーケティング

⑤多様な主体による
まちづくり

オープン
イノベーション

シビック
プライド

観光客・来街者を集める浅草では、
土地勘がなく、日本語が使用できない
来街者等の発災時の安全を確保する
観光危機管理の強化・体制づくりが
重要である。
また、回遊性向上と連動した視認性の
高い誘導動線の形成を図る必要がある。

来街者を含めた避難行動

➤外国人観光客の様子

論点７：普段から安心して過ごせるまちづくり

（課題解決のヒント）
 建物の更新に合わせた旧耐震施設更新
 建物の更新に合わせたオープンスペースの確保
 スーパー堤防整備、無電柱化の推進
 建築物の耐震化の促進
 日常的な防災意識や備えの充実

耐震改修、市街地の機能更新などの着実なハード整備と、日常的な防災意識の向上、備蓄の充実など
のソフト対策の両面から、総合的に地域の防災力を高めていく。

論点８：国際観光拠点にふさわしい防災機能の確保

（課題解決のヒント）
 一時滞在施設の充実
 地域と連携した来街者避難体制の構築

国内外から多くの来訪者が訪れるまちとして、公民が連携して様々な災害のリスクに対し柔軟に対応
できるように、来街者の誘導や支援、情報提供等の体制を構築することで、「安全・安心な観光地」
としての地域イメージの向上につなげる。

地域における防災

➤出典：「地震に関する地域危険度測定調査
（第9回）」（東京都）より作成

建物倒壊危険度 火災危険度

今後想定される災害リスクに対し、
まちのレジリエンス（※）を高める
には、日頃からの地域防災の意識を
向上することが重要である。

※「弾力性」「回復力」「しなやかさ」を表す言葉であり、困難な状況に際し、逆境をはねのけて回復すること

出典：東京都豪雨対策アクションプラン

都内首都直下地震）の時間50ミリ超豪雨の発生率推移


